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第１章 ＬＥＤバレイ構想策定にあたって

１．構想の背景

２１世紀を迎えた我が国の産業構造は、工場等の海外移転等、産業の空洞化にさらさ

れるとともに、地域においては、この海外移転に伴う国内工場等の集約化に伴い、地域

間競争を余儀なくされている。

このような状況の中、地域産業を維持発展させるためには、単に施設を整備したり、

企業や大学を誘致するだけでは新産業の創出及び産業集積を図ることはできなくなり、

地域の特色ある産業構造や学術・伝統に立脚した総合的な地域戦略を持つことが必要に

なってきた。

この総合的な地域戦略による地域ブランド化及び存在が、地域に需要を惹起するとと

、 、 。もに優秀な企業や人材 投資を呼び さらに地域力を高めるという好循環が期待される

これらの視点を考慮したとき、本県には世界有数のＬＥＤ（発光ダイオード）メーカ

ーがあり、そしてその研究を支援してきた古くからの理科系大学の存在がある。

また、全世界規模では、人口の増加、発展途上国の都市化、大量消費、廃棄型の生活

様式等による地球温暖化現象、資源・エネルギーの不足が顕在化する可能性が高い。

本県においても地球規模での貢献をしていくことが求められており、この状況に対応

するためには産業、民生部門それぞれにおける意識改革とともに、科学技術の役割もま

た大きい。

特に本県においては、一昨年からオンリーワン徳島行動計画として、７つの基本目標

（ オープンとくしま」の実現 「経済再生とくしま」の実現 「環境首都とくしま」の「 、 、

実現 「安全・安心とくしま」の実現 「いやしの国とくしま」の実現 「ユニバーサル、 、 、

とくしま」の実現 「にぎわいとくしま」の実現）を掲げ、ＣＯ の削減など豊かな自、 2
然環境を活かした世界に誇れる県づくりに積極的に取り組んでいるところである。

ＬＥＤ（発光ダイオード）は、省電力、低発熱、長寿命、かつ水銀・鉛などを使わな

い、環境の世紀にふさわしい第４世代の光源であり、今後巨大な市場が期待されている

産業分野である。

、 、「 」 、これら 本県の優位性と世界の状況を勘案する中で ＬＥＤバレイ構想 を策定し

本県における光関連産業の集積促進を図るものである。
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第２章 ＬＥＤ産業の状況と集積の可能性

１．ＬＥＤ産業の状況
（１）ＬＥＤの概念

ＬＥＤ ：発光ダイオード は Ａｌ アルミニウム Ｐ リ（ ） 、 （ ）、 （Light Emitting Diode
ン 、Ｉｎ（インジウム 、Ｇａ（ガリウム 、Ｎ（窒素）等の材料を元にした化合物） ） ）
半導体のダイオードで、電気を流すと発光する性質があり、低消費電力、長寿命など
の優れた特徴がある。

ＬＥＤの優れた特徴

特 徴 内 容 メリット

低消費電力 白熱電球に比べると数分の ～ 電力消費の削減。長期的にはラ1
程度、蛍光灯に対しても同 ンニングコストを含めたトータ1/10

等の発光効率に到達している ルコストの削減につながる

直流・低電圧 ＬＥＤは、従来の照明装置と違 装置を簡単にすることができる
い直流、低電圧である ため、小型軽量の製品ができる

小型・軽量 厚さも薄く、小さい 従来ではできなかった小型、軽
(例： 単位 ) 量、デザイン自由度の高い製品1.6 0.8 0.4t mm× ×

ができる

指向性のある光 従来光源の多くは無指向性の光 反射板が不要となり、デザイン
を放ち反射板などが必要である が自由になる。
が、ＬＥＤは指向性を広範囲に 光の利用効率が高い
設計できる

自由な波長が可能 ＬＥＤは、他の照明装置と違い 目的以外の光を殆ど出さないな
特定の波長だけを出すことがで ど自由な商品設計ができる
きる。

発熱が少ない ＬＥＤ本体は ℃程度 熱の問題で従来設置できなかっ60
白熱電球のフィラメント部分は た場所への使用が可能となる

℃1,200

環境負荷物質なし ＬＥＤは半導体のため水銀、鉛 産業廃棄物対策が必要ない。
などの有害物質を含んでいない 指令もクリアすることがRoHS

できる

高信頼性 寿命約４万時間で、殆ど故障し メンテナンスフリーになる
ない

低温に強い ＬＥＤは低温時でも発光効率が 寒冷地などの低温度地域でも使
低下しない 蛍光灯は設計温度 用できる
に対して温度差を生じると光束
や寿命が落ちる

耐衝撃性 従来製品 白熱電球 蛍光灯等 振動がもとでおこるトラブルを（ 、 ）
と違い、振動に強い なくすことができる

応答速度が速い 白熱電球のおよそ 万倍のス 調光や点滅（パルス照射）が自10
ピード 在にでき、点滅は寿命に悪影響

を及ぼさない

ただし、①発熱量が一定レベルを超えると寿命が短くなる
②現在のレベルでは、まだまだ発光量が小さい
③価格が高い などのデメリットもある。
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（２）ＬＥＤの歴史

ＬＥＤは、１９３２年に、はじめて発見され、その後３０年間、特段の研究の進展

はなかった。

１９６０年代になり、アメリカで開発が始まり、実用的なＬＥＤが発明された。

１９７０年代に、ＬＥＤは計算機等の表示ディスプレーに応用され普及した。

１９８０年代になり、日本においてもガリウムアルミニウム砒素超高輝度赤色ＬＥ

Ｄが開発された。

半導体からの発光が発見されて６０年で、赤から黄緑色までのＬＥＤは発明され、

効率は向上し、応用範囲は拡大した。

しかし、その間、各国が国家レベルで青色ＬＥＤの研究に多額の経費を投入し取り

組んだが、長年製品化されずにいた。

そのような中、１９９３年、本県の日亜化学工業株式会社において高輝度青色ＬＥ

Ｄが開発、製品化され、この青色ＬＥＤを基に、１９９５年純緑色ＬＥＤ、１９９６

年白色ＬＥＤも同社で開発・量産化されるに至った。

その後、この半導体光源が次世代の光源として受け入れられ、交通信号機や携帯電

話等の液晶バックライトとして需要は急拡大した。

また、青色ＬＥＤと純緑色ＬＥＤの発明により、光の三原色である赤、青、緑（Ｒ

ＧＢ）のＬＥＤが揃いフルカラー表示が可能となったことで、大型ディスプレー等が

ＬＥＤを使った製品に切り替わることとなった。

このように、窒化ガリウム（ＧａＮ）系ＬＥＤは、基礎研究から実用化まで日本発

のオリジナル技術であり、その大部分は徳島発の技術で成り立っているといっても過

言ではない。

２１世紀に入り、今後は、ＬＥＤの発光効率の向上や長寿命化等の技術的課題があ

るが、高輝度化に伴い、特殊、ニッチ需要から車載用途、そして家庭照明への市場拡

大は確実で、その市場規模は、２０１０年で１兆円以上と考えられている。
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（３）ＬＥＤの種類

ア 波長帯による分類

ＬＥＤは、波長帯域により、紙幣識別センサや樹脂硬化用光源に使用される紫外光

ＬＥＤ、発光を目で見ることのできる可視光ＬＥＤ、リモコンなどに利用される赤外

光ＬＥＤ、光通信用光源に使用される長波長ＬＥＤの４種類に区分される。

紫外光ＬＥＤ
( ～ )360 405nm

可視光ＬＥＤ
青色、白色ＬＥＤ等

( ～ )410 780nm
ＬＥＤ

赤外光ＬＥＤ
( ～ )780 940nm

長波長ＬＥＤ
( ～ )1310 1550nm

イ 形状による分類

また、形状による分類としては、表面実装（ＳＭＤ）型と砲弾（ランプ）型とがあ

り、ＳＭＤ型は、携帯電話などの小型・薄型製品を中心に採用されており、ランプ型

は信号機、車載用や大型製品などを中心に採用されている。

（携帯電話、小型・中型液晶ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ（ﾊﾟｿｺﾝ、
表面実装型( ) ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ、ｶｰﾅﾋﾞ）等）SMD

ＬＥＤ
（信号機、車載用、ｻｲﾝﾊﾟﾈﾙ、表示板、ｱｸｾｻﾘｰ、

砲弾型(ランプ) 大型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、電飾・装飾、照明用等）

（４）ＬＥＤの主な用途

ＬＥＤは長所が多い製品のため、想定されるアプリケーションも非常に幅が広く、潜

在的な市場規模も大きい。

通信用途 (ﾘﾓｺﾝ、無線 、 、ｾﾝｻ、光電ｽｲｯﾁ、光学式ﾏｳｽ）LAN IrDA

表示用途 (信号機、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、表示板、ｱｸｾｻﾘｰ、自動販売機、ｲﾝｼﾞｹﾞｰﾀ)
ＬＥＤ

光源用途 ( ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ、ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ、ﾌﾟﾘﾝﾀﾍｯﾄﾞ、車載用ﾗﾝﾌﾟ、ｽｷｬﾅｰ)LCD

照明用途 (一般照明、特殊照明、誘導灯、誘蛾灯、非常灯、植物育成)
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・色別の主な用途

光には、紫外から赤外までの幅があり、それぞれ特性に応じた製品開発が行われてい

る。

ア 白色ＬＥＤ

・ＬＣＤバックライト、医療機器、車載用、照明機器

イ 青色ＬＥＤ

・白色ＬＥＤ（青色の最大の市場 、植物育成、歯科治療、大型ディスプレイ）

ウ 青緑色ＬＥＤ

・信号機、集魚灯

エ 緑色ＬＥＤ

・スキャナー、大型ディスプレイ

オ 黄色ＬＥＤ

・信号機、ウインカー

カ 赤色ＬＥＤ

・信号機、スキャナー、大型ディスプレイ、植物育成

キ 紫外線ＬＥＤ

・樹脂硬化用光源、センサ（紙幣鑑別など 、検査・分析装置、）

光触媒用光源（殺菌、消臭）

ク 赤外線ＬＥＤ

・家電のリモコン、ＥＴＣ、センサ

（５）ＬＥＤ（白色）の発光効率（市販レベル）
２００９年頃には、 ｗに到達する見込みである。100lm/

、 、 、 、従来の光源では 白熱球が ハロゲン灯が 蛍光灯が ～15lm/w 20lm/w 60 100lm/w
高圧ﾅﾄﾘｳﾑ灯が である。130lm/w

( )lm/w

100

75

50

30

(年)2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
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２ ＬＥＤ産業の将来動向
（１）市場ロードマップ（需要予測）

、 、 、現在 白色ＬＥＤの市場は 携帯電話向けの小型液晶バックライトが中心で
全体の約９０％を占めている。今後は、パソコンや液晶テレビといった中型液
晶バックライトや自動車のヘッドライトや照明機器などに向けた次世代の市場
が立ち上がってくるとみられている。

次世代市場への移行期

現在の白色
ＬＥＤ市場

液晶パネルのバックライト
携帯機器用 キーパッド
（約 億円）1,400

移行期に成長
する市場

パソコン
液晶テレビ用
（約 億円） 次世代の白色1,500

ＬＥＤ市場
車載機器用
（約 億円） ヘッドランプ市場6,000

インテリア等内装

一般照明用 特殊照明 一般照明
（１兆円以上）

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
※（ ）内は潜在的世界市場規模。

（２）市場の展開（需要予測）

携帯電話 信号機
（約 億円） （約 億円）1,400 430

現行中心市場
（ 、 ）小型 ﾃﾞｼﾞｶﾒ 等PDA

液晶バックライト光源 フラッシュ光源
（約 億円）90

中型・大型(ﾃﾚﾋﾞ 用) プロジェクタ光源/PC
液晶バックライト光源 医療・農業・産業

（約 億円） 用機器光源等1,500
次世代市場へ
の移行期

車載用（内装光源～外装光源）
（約 億円）6,000

一般照明用
次世代市場 （１兆円以上）

（ 年以降飛躍的に拡大）2010

※（ ）内は、世界的潜在市場規模
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（３）市場概要

ア ＬＥＤの世界市場は、２００４年で約 億円あり、そのうち白色ＬＥＤは約5,400
億円を占める。2,500

イ ＬＥＤ市場の約８５％は、可視光ＬＥＤ（白色、青色ＬＥＤなど）である。

ウ 可視光ＬＥＤの市場は、携帯電話向けの需要が牽引役となって拡大してきたが、

市場の伸び悩みが顕在化しつつある。

エ 新たな市場として、大型液晶バックライトや車載関連、一般照明などの開拓が求

められているが、白色ＬＥＤ市場は、２００８年には、２００４年に比べ 倍2.4
の約 億円になると予測されている。6,000

オ 車載関連用途（ヘッドライト等）や一般照明用途の市場が立ち上がってくるまで

（普及期）は、医療、農業、産業用用途等の市場が活性化してくると考えられて

いる。

（４）産業集積化

●ＬＥＤ業界セグメンテーション（区分）

例 携帯電話の場合
川上（素材） ＬＥＤメーカー

( (ｳｪﾊﾁｯﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ )) ( 型)LED , , LED SMD製造 加工等

川中（部品） 応用製品メーカー 液晶ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ光源ﾕﾆｯﾄ
（ﾓｼﾞｭｰﾙｼｽﾃﾑ用途開発等） ｷｰﾊﾟｯﾄ・ｶﾒﾗﾗｲﾄ用光源ﾕﾆｯﾄ, ,

組み込み

川下（最終製品） エンドメーカー（ユーザー） 製品販売

※ＬＥＤメーカーからエンドメーカー（ユーザー）の業界区分は、およそ上記のとおり。

①現在、ＬＥＤメーカーの供給能力アップが市場開拓には欠かせない重要な要因とな

、 。っており ＬＥＤメーカーの生産量に比例して市場規模が拡大している状況にある

②ＬＥＤ製造から応用製品開発までを一括して行うメーカーは、ほとんどない。

③新たな素材であるＬＥＤを使った製品は、既存製品の単なる部品の付け替えだけで

なく新製品を生む可能性が大きい。このため、ＬＥＤメーカー、半導体メーカー、

照明器具メーカー、材料メーカー、電線メーカーなど、川下から川上までのメーカ

ーが競って参入してきている状況である。

④また、既存企業以外の異業種企業やベンチャー企業などの参入のチャンスが多くあ

る産業分野である。
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３．ＬＥＤ産業集積の可能性

徳島には、青色、白色ＬＥＤの商品化を世界で初めて行い、ＬＥＤの売上げにおいて

圧倒的なシェアを占めている世界最大のＬＥＤメーカーの存在がある。

、 （ ） 、研究面においては 国立大学としては初めての光応用工学科 年～ を設置し1993
光工学の教育・研究を体系的に行っている徳島大学や、地元企業等と数多くの共同研究

を行っている阿南工業高等専門学校、工業技術センター等の研究機関の存在がある。

また、人材の供給の面においても、多くの優秀な研究者・技術者を輩出している徳島

大学や阿南工業高等専門学校、県立工業高校等の存在がある。

さらに、近年では、ＬＥＤ製品の組立加工の会社やＬＥＤをつかった応用製品（ディ

スプレイ、照明器具、防犯灯等）を製造する会社など、県内のベンチャー企業創出はも

ちろんのこと、県外からの関連会社の立地も進み始めており、ＬＥＤ関連産業の集積が

図られつつある。

本県は、大塚製薬㈱、㈱ジャストシステム、日亜化学工業㈱をはじめとした日本を代

表する企業を創出していることからもわかるように、起業家精神旺盛な土壌・気質に満

ちあふれている。

ベンチャー企業に対する支援体制も、ベンチャー投資日本一など全国でも群を抜いて

おり、起業をしやすい環境がある。

このため、次の適切な施策を実施することにより、その集積の可能性を早期かつ盤石

にすることができるものと考えられる。
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第３章 ＬＥＤバレイ構想の目標等

１．ＬＥＤバレイ構想の基本目標

（１）基本目標

ＬＥＤは光源として２０１０年以降には、現在の信号機や携帯電話等のバックライ

ト利用から車載用途等を経て家庭用照明としての普及が予想され、今後巨大な市場が

期待されている産業分野である。

また、従来の産業集積は、川下（最終財メーカー）の下に川中、川上（素材・部品

メーカー）が立地するというピラミッド構造であるが、これをＬＥＤによる地域ブラ

ンド化を行うことにより 川上 素材・部品メーカー の周辺に川中 そして川下 最、 （ ） 、 （

終財メーカー）が立地する（したくなる）産業構造を構築するという、逆転の発想に

よる産業集積を目指し、この構想の基本目標を

～２１世紀の光源であるＬＥＤを利用する光（照明）産業の集積～

とする。

（２）目標年次

この構想は、長期的な視野に立って実現を図るものとするが、市場は急激なスピー

ドで進化しており、施策もそれに合致したものでなければならない。

そのため、構想目標年次は、２０１０年とし、ニーズに対応した各種施策を速やか

に展開するものとする。

（３）構想の地域

ＬＥＤバレイは、理念上の概念であり地理的範囲としては、徳島県全域とする。

（４）整備すべき機能

ＬＥＤバレイ構想の基本目標達成のための整備すべき機能は、次のとおりである。

①構想推進機能 → 地域が一体となったネットワークの形成等

②地域ブランド化機能 → 地域ブランドイメージの形成等

③産業振興機能 → 研究開発、製品化支援、誘致促進等

④インフラ整備機能 → 交通アクセスの整備、情報インフラ整備等
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（５）めざすべき姿

前掲の整備を経た１０年先（２０１５年）の整備された姿は、次のとおり。

①先進的なＬＥＤ関連研究開発地域

先端的技術開発や発明を目指す人材、研究所が多数移住・立地し、絶えず世界をリ

ードし、情報発信し続ける頭脳拠点（メッカ）

②光（照明）関連企業の集積地

川上（素材・部品）メーカーから川下（最終財）メーカーまでの光（照明）関連企

業・工場の集積地

③光（照明）関連製品の輸送基地

光（照明）関連製品輸送のための物流拠点

④豊かな自然と共生する地球環境にやさしい地域

ＬＥＤを活用した省ＣＯ 型まちづくりの推進に取り組み 「環境首都とくしまの実２ 、

現」を図ることにより、豊かな自然と共生する地球環境にやさしい地域

２．整備すべき機能の具体的内容

ＬＥＤバレイ構想は、ＬＥＤ業界の急速な変化に対応した取り組みを展開する必要が

ある。

このため、業界ニーズに応じ、優先度が高くかつ対応可能な施策から順次積極的かつ

スピード感をもって展開していくものととする。

（１）構想推進機能の整備内容

ＬＥＤバレイ構想を推進していくため、地域が一体となった構想推進体制づくりを

行う。

ア ネットワーク体制の整備

県民、市町村、大学・高専、企業など地域が一体となった取り組みを行うための

協議会の設置を図る。

イ 専門部会の整備

・研究開発部会の設置

ＬＥＤ関連企業の研究者、技術者が集い、ＬＥＤに関する活発な情報交換を行う

専門部会の設置を図る。

・ＬＥＤバレイ構想を統括する部会の設置

構想推進を図るため、企画運営を行う部会の設置を図る。
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（２）地域ブランド化機能の整備内容

徳島県を世界に誇るＬＥＤの先進県とするため 「徳島＝ＬＥＤ」というブランド、

イメージづくりを行う。

ア 情報の受発信

・学会、メッセ（フォーラム 、国際見本市等の誘致、開催、出展）

本県からＬＥＤに関連した情報を国内外に発信するため、学会、メッセ、国際

見本市等の誘致、開催、出展を積極的に行う。

・ホームページ、マスコミ、県広報等を利用した情報発信

ＬＥＤバレイ構想を国内外のＬＥＤ関連の関係者・研究者等に幅広く周知さ

れ、県民にも構想を理解され、支持されるようにホームページ、新聞等のマス

コミ、県広報、フォーラムの開催等により効果的な情報発信を行う。

・交流の促進

ＬＥＤ関係者が常時意見を交わすことができる場（サロン）の提供やインター

ネットを活用した情報交換の場を提供することにより、最新のＬＥＤに関する

情報が常にある地域とする。

・ＬＥＤ関連の情報基地づくり

ＬＥＤに関連したアイデアを集積することにより、ＬＥＤアイデアバンクを創

、 、 。設し ＬＥＤに関連したデータベースを整備し ＬＥＤの一大情報拠点とする

イ 地域づくり

・ＬＥＤを活用した街づくり

市街地にＬＥＤを用いたイベント等を行い、光の県づくりを行う。

・ＬＥＤを活用した地球環境にやさしい街づくり（省エネ型社会の形成）

ＬＥＤを、街灯や防犯灯、常夜灯等に用いることにより省エネルギー社会の実

現を全国に先がけて行う。

・県民への啓発

一般家庭でのＬＥＤ利用や地域でのＬＥＤ利用の促進を図るため、ＬＥＤにつ

いての興味や関心を醸成するような取り組みを行う。

・観光資源開発

ＬＥＤを利用した観光資源の開発（光の祭典や景観照明など）を行い、国内外

へ徳島をＰＲする。

・ＬＥＤと第一次産業（農業、水産など）の連携

本県のもつ豊かな自然環境を活かし、ＬＥＤを利用した農林水産業の新たな事

業展開について推進する。
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（３）産業振興機能の整備内容

川上から川下までの光（照明）関連産業の集積地とするため、研究開発、製品化支

援、人材育成、企業誘致などを積極的に行う。

ア 研究・新市場開発支援

・応用製品及び新分野利用製品の研究開発支援

徳島発のＬＥＤ関連製品を生み出すため、技術開発支援を推進していく。

ベンチャー企業、個人等幅広い層からの技術支援要望にも対応することができ

る体制整備を図る。

・ＬＥＤ相談窓口の整備

恒常的にＬＥＤに関連した相談ができるよう工業技術センターにおいて、相談

窓口の整備を図る。

・インキュベート施設等の整備

ベンチャー企業や中小企業を支援するため、既存の貸工場・研究室（明日葉工

場、徳島健康科学総合センター）を最大限に活用しながら、ニーズに応じて民

間施設の借り上げ等を行う。

イ 人材確保・人材育成

・光関連技術者の養成

徳島大学をはじめとする高等教育機関については、企業が求める技術者を供給

できるよう人材養成を推進する。

・再教育、研修プログラムの構築

ＬＥＤ関連分野へ新たに参入する企業を支援するため、技術者の再教育、研修

プログラムの構築を図る。

・大学・高専、企業、公設試験場等の交流、連携の促進

各研究機関は、研究機関間、企業間における共同研究への積極的な取り組みを

促すため、連携組織について協力する。

・公設試験場における研究者の確保

工業技術センター等において、地場の中小企業が求める技術支援が的確に行わ

れるような体制を整備する。

ウ 新利用分野開発製品の率先利用推進（販売促進）

・中小企業の課題は、製品開発よりも市場創造が大きなウエイトを占めるため、

県を始めとした公共機関が率先して購入・利用することにより販売促進を図る

（お試し発注）など販売促進を図るための支援を行う。

エ コーディネーターの設置

・ＬＥＤ応用製品の開発支援や企業間のマッチング及びマーケティング戦略を展

開するための専門家の配置を行う。
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オ 誘致促進

・ＬＥＤ関連の研究所、工場の誘致促進

本県の立地環境を活かした企業誘致活動の展開を図るとともに、立地企業の

ニーズにあったオーダーメイド型の施策対応を行う。

・ＬＥＤ関連ベンチャー企業の創業支援

ＬＥＤ関連企業の創業を支援するため支援制度の創設、拡充を図る。

・地場企業のＬＥＤ産業への進出支援

ＬＥＤ産業に新たに進出する企業（第２創業）を支援するため、工業技術セン

ター等各支援機関が連携し、技術支援を行う。

・県内産業の状況把握

地場企業のＬＥＤ産業への進出促進を図るため、県内企業のポテンシャルや

進出阻害要因等について調査を行う。

カ 各種支援制度の充実

・これらの産業振興機能を促進するためには、研究費助成、補助金、低利融資、

減税など支援制度の創設、拡充などのインセンティブが必要不可欠であるため

最大限の支援を行う。

キ 規制緩和

・構造・再生特区、県版特区の適用

ＬＥＤ関連産業の集積を図るために障壁となっている分野について、特区の利

用を検討し、本県がＬＥＤの実証実験地域となる。

・国、関係機関への要望

諸法令により、ＬＥＤの利用が認められていない分野について、国等関係機関

への要望を行い、利用促進を図る。
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（４）インフラ整備機能の整備内容

ＬＥＤ関連産業の誘致促進や集積促進を図るため、企業ニーズに応じたインフラ整

備を推進する。

ア 道路、港湾、空港、工場用地等の整備促進

・道路

消費地、空港、港湾、教育、研究機関及び企業間とのアクセス時間を短縮す

るため、高規格幹線道路や地域高規格道路の早期建設促進を図る。

・港湾

海外との貿易・物流機能に対応できるよう港湾機能を整備する。

・空港

貨物運送等の機能充実を図る。

・工場用地

進出企業、規模拡大企業のニーズに応じたオーダーメイド型の対応を図るた

めの体制の整備を図る。

・その他

集積した企業が製品輸送を円滑にできる体制の整備を図る。

企業などの高度情報化を支援するため光通信等の高速大容量の情報通信基盤の

整備・拡充を図る。

イ 人的インフラの整備

・奨学金制度、人材バンク等の整備

ＬＥＤ関連製品研究開発体制の整備を図るための人的支援の確保を図る。

・技術者の環境整備

企業においては、技術者が研究開発に取り組める環境整備を図る。

ウ 研究機関の整備

・研究機関の整備

世界をリードすることができる最先端技術研究機関の整備を図る。

・ＬＥＤに関連する世界最高水準の教育を行う講座の開設

県内において、ＬＥＤ等に関連した世界最高水準の教育が受けられるようにす

るため、最先端メーカーと徳島大学等が連携して寄付講座の開設を図る。

・検査機器等の整備

ＬＥＤ関連企業が円滑に共同研究、利用できる機器等の充実や体制を図る。
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構想体系図

ＬＥＤバレイ構想

基本目標

「２１世紀の光源であるＬＥＤを利用する光（照明）産業の集積」

整備すべき機能（２０１０年）

構 想 推 進 機 能

○ﾈｯﾄﾜｰｸ体制の整備
○専門部会の整備

地域ブランド化機能 産 業 振 興 機 能 インフラ整備機能

○情報の受発信 ○研究・新市場開発支援 ○道路、港湾、空港
○地域づくり ○人材確保・人材育成 工場用地等の整備促進

○新利用分野開発製品の ○人的ｲﾝﾌﾗの整備
率先利用推進 ○研究機関の整備

○ｺｰﾃﾞｨﾈﾀｰの設置
○誘致促進
○各種支援制度の充実
○規制緩和

めざすべき姿（２０１５年）

①先進的なＬＥＤ ②光(照明)関連企業 ③光(照明)関連製品 ④豊かな自然と共生
関連研究開発地域 の集積地 の輸送基地 する地球環境に

やさしい地域

○先端的技術開発・ ○川上（素材・部品） ○光（照明）関連 ○ＬＥＤを活用した
発明を目指す人材・ メーカーから川下 製品の輸送のための 省 型まちづくりCO ２

研究所が多数立地し （最終財）メーカー 物流拠点 ～環境首都とくしま
絶えず世界をリード までの光（照明） の実現～
し、情報発信し続け 関連企業・工場の
る頭脳拠点（メッカ） 集積地
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第４章 ＬＥＤバレイ構想の推進にあたって

１．ＬＥＤバレイ構想の推進にあたって

構想の推進にあたっては、行政、企業、大学等高等教育機関、団体、県民等がそれぞ

れの役割を踏まえて構想の推進に取り組んでいくとともに、関係者によるネットワーク

を形成し、連携・協働を進めることが重要である。

２．ＬＥＤバレイ構想における役割分担

（１）行政機関に期待される役割

県、市町村等は、産学官連携をはじめ、地域における総合的な窓口として調整機能

を発揮していくとともに、各企業が自由に創意工夫を行い発展するための環境づくり

を図る。

（２）企業等に期待される役割

企業等には、徳島発の世界的な技術を各企業は積極的に活用し、本県を世界的なＬ

ＥＤ産業の集積地にするという目標のもと、木工、機械金属などの地場産業のみなら

ず農業、水産業関係者など、ＬＥＤ産業とは今まで無縁だった事業者にも新たな発展

の機会と捉え、取り組んでいくことが望まれる。

（３）大学、高専等高等教育機関に期待される役割

高等教育機関には、優秀な技術者になりうる人材の育成と技術の再教育、各機関が

持つシーズの積極的な提供による企業との共同研究等開発が強く望まれる。

（４）団体、その他県民に期待される役割

団体、その他県民にはイベント利用を初め、それぞれのアイデアにより参画する機

、 、 、会がある夢のある構想ととらえていただき この構想をより推進していくため 団体

その他県民の皆様の協力、支援及び各事業への積極的な参画を強く望むものである。


